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１．概要（Summary） 

 マイクロ-ナノスケールの細孔(ポア)は単一粒子分析に

広く利用されている。当該計測では電気泳動条件下、ポ

アを流れるイオン電流を計測するが、顕微観察と組み合

わせることで、より詳細な検体粒子の解析へと繋がる。そ

こで今回、顕微観察と微小電流計測が同時に可能なナノ

バイオデバイスの作製を行った。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

両面露光用マスクアライナー（Suss Micro Tec AG社

製 MA-6）、RIEエッチング装置（サムコ社製 RIE-10 

NR）、走査電子顕微鏡（日立ハイテクフィールディング社

製 Ｓ4300）、3元マグネトロンスパッタ装置（島津製作所

製 HSR-522） 

【実験方法】 

基板として 4 インチシリコンウエハ(SiN/Si/SiN=50 nm 

/0.5 mm/50 nm)を用いた。両面露光用マスクアライナー

によるフォトリソグラフィーおよび 3元マグネトロンスパッタ

装置を利用した金属製膜(Cr/Au)により、電子線描画用

のマーカーを作製した。続いて、RIEエッチング装置によ

って SiNを一部除去し、KOH水溶液を用いて Si層をウ

ェットエッチングすることで、フリースタンディングな SiN薄

膜を形成した。この薄膜上に研究室保有の電子線描画装

置によりポアを描画し、RIEエッチング装置で掘削した。 

続いて、顕微観察用の流路を作製した。SU-8に対す

るフォトリソグラフィーによって流路を形成し、研究室保有

の高速精密ボール盤で貫通孔を掘削した。その後、ポリ

プロピレンフィルムで流路を封止し、基板のもう片面には

マイクロ流路を有するポリジメチルシロキサン(PDMS)ブロ

ックをプラズマ処理によって接着した。 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

作製したデバイスを Fig. 1に示す。目的とするナノバイ

オデバイスの作製に成功し、1細胞の電気的捕捉につい

て、顕微観察と電流計測の両方で検出に成功した。 

 

Fig. 1 Overview of a nanobiodevice. 

 

４．その他・特記事項（Others） 

なし。 
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